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■ 　新技術の概要
農業・畜産業・水産業のあらゆる場面で、ロープを使った作業（ネットの固定など）
が行われる。本発明は、ロープを簡単に作業性良く固定するために開発したもので、
摩擦力を利用した設計により、簡単な作業でロープを強固に固定し、緩みを防ぐこと
ができる。

■ 　従来技術・競合技術との比較
従来品は、ロープ固定具の孔にロープを折り曲げた状態で通し、孔に通されたロープ
の端部をロープ固定具に引っ掛けることでロープを固定するため、手間がかかり作業
性に劣る。本発明では、ロープ固定具の溝（ガイド）にロープをはめるだけの簡単な
作業で、ロープを強固に固定できる。

■ 　新技術の特徴
ロープを固定する部分の設計を活用することで、支柱の先端にかぶせるタイプ（キャッ
プタイプ）、支柱と一体化したタイプ（支柱タイプ）といったバリエーションが可能で
ある。

■ 　想定される用途
◦獣害対策や防疫対策のネット張り、ロープ張り
◦田畑、果樹園、家庭農園、家庭園芸でのネット張りやロープ張り
◦このほか、ロープを張って固定するあらゆる場面で活用可能
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